
資料６－１

太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業



河川事業の事後評価項目調書 

事 業  名  (箇所名) 太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業 事業主体 中国地方整備局 

実   施   箇   所 広島県広島市、山県郡安芸太田町 

該   当   基   準 事業完了後一定期間(5 年以内)が経過した事業 

事   業   諸   元 
河道掘削 V=212,400m3、堤防整備 L=9,517m、樋門・函渠 N=53 基、付替道路 L=2,970m、

橋梁 N=3 基 

事   業   期   間 平成 19 年度～平成 23 年度 

総 事 業 費 (億円) 当 初 約１３７億円 最 終 約１３７億円 

目  的  ・  必  要  性 

・平成 17 年 9 月洪水では、矢口第一観測所において戦後最大流量を記録し、太田川流域

において 486 戸の浸水被害が発生 

・太田川中流部の沿川家屋では、洪水時ピーク水位が軒下まで到達するなど床上浸水被

害が多発 

・近年（平成 11 年 6 月洪水等）においても浸水被害が発生 

・そのため、床上浸水対策特別緊急事業により、堤防整備、河道掘削等を実施し、早期

に治水安全度を向上させる 

便 益 の 主 な 根 拠 
想定年平均浸水軽減戸数 ：17.4 戸 

想定年平均浸水軽減面積 ： 4.2ha 

事  業  全  体  の 

投  資  効  率  性 

 B:総便益 (億円) Ｃ:総費用 (億円) Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ EIRR(%) 基準年度 

当初 総便益 262 総費用 140 1.9 122 － H19 

事後 総便益 227 総費用 171 1.3 56 － H28 

事業の効果の発現状況 

・事業着手後、戦後最大洪水である平成 17 年 9 月洪水と同規模の洪水は発生していない

・事業により整備を行った箇所は、平成 17 年 9 月洪水においても家屋浸水を防止できる

ことを確認 

事業実施による環境の 

変化 

・河道掘削にあたっては平水位以上の陸域部の掘削を基本とし、従来の環境を保全する

など生態系への配慮がなされており、本事業による環境への大きな影響はない 

社会情勢等の変化 

・本事業前後での大きな社会情勢の変化はない。 

【主要自治体（広島市安佐南区、安佐北区、佐伯区、山県郡安芸太田町）指標）】 

○人口   ：1.03 倍（530,701 人／514,319 人）      〈H27 年数値／H17 年数値〉

○世帯数  ：1.10 倍（214,885 世帯／194,614 世帯）   〈H27 年数値／H17 年数値〉

○事業所  ：1.09 倍（17,886 事業所／16,418 事業所） 〈H26 年数値／H18 年数値〉

○従業者  ：1.14 倍（170,018 人／148,703 人）     〈H26 年数値／H18 年数値〉

（出典）人口、世帯数：国勢調査（H17、H27） 事業所、従業者：事業所・企業統計調査

（H18）、経済センサス（H26） 

※数値は、本事業対象地区を含む広島市安佐南区、安佐北区、佐伯区、山県郡安芸太田町

の合計値 

今後の事後評価の必要性 

・「太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業」の一定の事業効果を確認しており、環

境への大きな影響もなく、大きな社会情勢の変化もみられないことから、改めて事後評

価の必要性はない 

改善措置の必要性 
・一定の事業効果を確認しており、環境への大きな影響もみられないことから、改善措

置の必要性はない 

同種事業の計画・調査の

あり方や事業評価手法の

見直しの必要性 

・特になし 

対 応 方 針 (案) ・対応なし 

対 応 方 針 理 由 － 

そ の 他 － 
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■
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和
１
８
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０
日
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流
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■
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０
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月
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日
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台
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屋
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屋
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戸
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)

■
昭
和
４
７
年
７
月
１
２
日
洪
水
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雨
前
線
)

被
災
家
屋
数
：
1,
00
0戸

■
平
成
１
１
年
６
月
２
９
日
洪
水

(梅
雨
前
線
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災
家
屋
数
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屋
全
壊
13
戸
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半
壊
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床
上
浸
水
11
0戸

、
床
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浸
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）

■
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成
１

７
年

９
月

７
日

洪
水

(台
風

１
４

号
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家
屋
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損
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平
成
１

８
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６
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台
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３
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線
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家
屋
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浸
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下
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■
平
成
２

２
年
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１
４
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雨

前
線
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家
屋
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約
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■
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２
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０

日
洪

水
（

前
線

）
被
災
家
屋
数
：
35
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浸
水
11
0戸

、
床
下
浸
水
24
2戸

）

過
去
の
洪
水
被
害
と
治
水
事
業

■
太

田
川

に
お

け
る

治
水

計
画

の
変

遷

昭
和

7年
に
直
轄

事
業

着
手

計
画

高
水

流
量

：
4,
5
0
0m

3 /
s
(西

原
)

昭
和

23
年

に
『

太
田
川

改
修
計

画
』

改
定

計
画

高
水

流
量

：
4,
5
0
0m

3 /
s
(西

原
)→

6
,0

0
0m

3
/
s(

玖
村

)
（

大
芝

水
門

S
3
9
完

成
、

祇
園

水
門

S
4
0
完

成
：

国
土

交
通

省
）

（
太

田
川

放
水

路
S
4
0
運

用
開

始
：

国
土

交
通

省
）

昭
和

50
年

に
『

太
田
川

水
系
工

事
実

施
基
本

計
画

』
策
定

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

：
1
2,
0
0
0
m3
/
s
、

計
画

高
水

流
量

：
7
,
5
0
0
m
3 /
s(

玖
村

)
（

高
瀬

堰
S
5
0
完

成
：

国
土

交
通

省
）

（
温

井
ダ

ム
H
14
完
成

：
国
土

交
通

省
）

矢
口
第

一
観
測

所
で

戦
後
最

大
流

量
7,
20
0m

3 /
sを

記
録

平
成

19
年

度
よ

り
太
田

川
中
・

上
流

部
床
上

浸
水

対
策
特

別
緊

急
事
業

に
着

手

平
成

19
年

に
『

太
田
川

水
系
河

川
整

備
基
本

方
針

』
策
定

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

：
1
2,
0
0
0
m3
/
s
、

計
画

高
水

流
量

：
8
,
0
0
0
m
3 /
s(

玖
村

)

平
成

23
年

に
『

太
田
川

水
系
河

川
整

備
計
画

』
策

定
目

標
：

太
田

川
下

流
部
、
及

び
デ

ル
タ
域

で
は

、
戦
後

最
大

の
平
成

17
年

9月
規
模

の
洪

水
に
対

す
る
洪

水
被

害
の
防

止
、

中
流
部

で
は

浸
水
被

害
の

軽
減

■
既
往
洪

水
に

お
け
る

太
田

川
中
流

部
の

浸
水
被

害

主
な

洪
水

被
害

昭
和
18
年
9月

洪
水

昭
和
20
年
9月

洪
水

昭
和
47
年
7月

洪
水

※
1
：

被
害

状
況

は
、

太
田
川

流
域

の
被

害
数

量
で

あ
る

。
※
2
：

被
害

状
況

は
、

「
太
田

川
改

修
三

十
年

史
」

「
太

田
川

史
」

(
太

田
川

工
事

事
務

所
)
、

「
災
害

状
況

」
(
広

島
県

)
、

「
廣

島
市

史
」

(
広

島
市

)
等

の
記

載
値

平
成
17
年
9月

洪
水

中
流

部

昭
和
４
７
年
７
月
洪
水

平
成
１
７
年
９
月
洪
水

下
流

部
・
下

流
デ

ル
タ

域
中

流
部

下
流

部
・
下

流
デ

ル
タ

域

－ 7 －



国
道

1
9
1
号

国
道

1
9
1
号

太
田

川

平
成
１
７
年
９
月
洪
水
の
被
災
状
況

筒
瀬

橋
被

災
（
今

井
田

地
区

：
2
2
k9

0
0
）

洪
水

痕
跡

（
今

井
田

地
区

：
左

岸
2
3
k2

0
0
）

堂
見

橋
下

流
側

（
下

殿
賀

内
地

区
：
6
1
k7

0
0
付

近
）

平
常

時
出

水
時

洪
水

痕
跡

（
宇

賀
地

区
：
右

岸
3
6
k6

0
0
）

広
島
市
安
佐
北
区

安
芸

太
田

町

安
芸

太
田

町

広
島

市
佐

伯
区

広
島
市
安
佐
北
区

20
k

25
k

30
k

40
k

35
k

45
k

50
k

55
k

60
k

65
k

国
道

1
8
6
号

平
成

１
７

年
浸

水
箇

所

行
政

界

ど
う

け
ん

ば
し

小
河

内
地

区
洪

水
痕

跡
（
左

岸
3
5
k4

0
0
）

お
が

う
ち

う
が

つ
つ

せ
ば

し
い

ま
い

だ
い

ま
い

だ

■
平

成
１

７
年

９
月

洪
水

で
は

、
矢

口
第

一
観

測
所

に
お

い
て

戦
後

最
大

流
量

を
記

録
し

、
太

田
川

流
域

に
お

い
て

４
８

６
戸

の
家

屋
被

害
が

発
生

。
■

太
田

川
中

流
部

の
沿

川
家

屋
で

は
、

洪
水

時
ピ

ー
ク

水
位

が
軒

下
ま

で
到

達
す

る
な

ど
床

上
浸

水
被

害
が

多
発

。

太
田
川
中

流
部

の
被
災

状
況

図
宇

津
①

地
区

浸
水

区
域

（
左

岸
3
0
k3

0
0
）

う
づ

広
島
市
安
佐
南
区

－ 8 －



太
田
川
中
・
上
流
部
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
概
要
及
び
実
施
状
況

坪
野

大
前

原
小

原

宇
賀

小
河

内

間
野

平

宇
津

①

姫
瀬

・
毛

木

中
組

川
平

②

川
平

①

宮
野

②

今
井

田

八
木

・
柳

瀬
①

柳
瀬

②

安
佐

南
区

佐
伯

区

北
広

島
町

柴
木

川

太
田

川
筒

賀
川

滝
山

川

温
井

ダ
ム

水
内

川

西
宗

川

小
河

内
川

脇
田

吉
山

川

鈴
張

川

安
芸

太
田

町

下
殿

賀
内

：
事

業
箇

所

筒
瀬

安
佐

北
区

【
事

業
の

目
的

】
平

成
１

７
年

９
月

洪
水

規
模

で
床

上
浸

水
被

害
が

発
生

し
た

地
区

に
お

い
て

、
緊

急
的

に
事

業
を

実
施

し
再

度
災

害
の

防
止

を
図

る
。

【
事

業
概

要
】

■
事

業
箇
所

全
１

８
地

区
（

八
木

・
柳

瀬
①

、
柳

瀬
②

、
筒

瀬
、

今
井

田
、

宮
野

②
、

川
平

①
、

川
平

②
、

中
組

、
姫

瀬
・

毛
木

、
宇

津
①

、

脇
田

、
間

野
平

、
小

河
内

、
宇

賀
、

小
原

、
大

前
原

、
坪

野
、

下
殿

賀
内

）

■
事

業
諸
元

河
道

掘
削

：
V
=
2
1
2
,
4
0
0
m
3
、

堤
防

整
備

：
L
=
9
,
5
1
7
m
、

樋
門

・
函

渠
：

N
=
5
3
基

、
付

替
道

路
：

L
=
2
,
9
7
0
m
、

橋
梁

：
N
=
3
基

■
事

業
費

■
事

業
期

間

約
１

３
７

億
円

平
成

１
９

年
度

～
平

成
２

３
年

度
（

５
年

間
）

や
ぎ

や
な

せ
や

な
せ

つ
つ

せ
い

ま
い

だ
み

や
の

か
わ

ひ
ら

か
わ

ひ
ら

な
か

ぐ
み

ひ
め

せ
け

ぎ
う

づ

わ
き

た
ま

の
ひ

ら
お

が
う

ち
う

が
こ

ば
ら

お
お

ま
え

ば
ら

つ
ぼ

の
し

も
ど

の
が

う
ち

－ 9 －



太
田
川
中
・
上
流
部
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
概
要
及
び
実
施
状
況

整
備

後

H
22

.7
洪

水
時

H
25

.9
撮

影

H
2
2
撮

影

【
今

井
田

地
区

】

【
筒

瀬
地

区
】

整
備

前
整

備
後

太
田

川
太

田
川

太
田

川

整
備

前

H
17

.1
2撮

影
太

田
川

H
17

.1
1撮

影

太
田

川
太

田
川

H
22

.7
洪

水
時

H
1
7
撮

影

い
ま

い
だ

つ
つ

せ

－ 10 －



0510152025

H7
H1

2
H
17

H2
1

H2
6

05010
0

15
0

H7
H1

2
H
17

H2
2

H
27

太
田
川
中
・
上
流
部
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
概
要
及
び
実
施
状
況

【
事
業
実
施
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化
】

・
工

事
実

施
前

に
確

認
さ

れ
て

い
た

レ
キ

河
原

（
自

然
裸

地
）
や

瀬
・
淵

等
の

多
様

な
環

境
は

、
工

事
実

施
後

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
魚

類
、

底
生

動
物

の
確

認
種

は
、

調
査

年
度

に
よ

る
変

動
が

み
ら

れ
る

も
の

の
、

工
事

実
施

後
も

工
事

前
と

同
程

度
に

確
認

さ
れ

て
い

る
。

■
魚
類
確
認
状
況

■
底
生
動
物
確
認
状
況

確
認

種
数

※
魚
類
、
底
生
動
物
の
確
認
状
況
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
」
の
調
査
地

区
「
太
太
太
4
(
太
田
川
2
2
.
0
k
～
2
4
.
2
k
)
」
の
結
果
を
引
用

確
認

種
数

【
整

備
方

針
】

河
道

掘
削

に
あ

た
っ

て
は

、
平

水
位

以
上

の
陸

域
部

の
掘

削
を

基
本

と
し

、
瀬

と
淵

を
保

全
す

る
な

ど
生

態
系

に
配

慮

工
事
前

工
事
後

(種
)

(年
度

)

■
筒

瀬
地

区
の

事
例

（
整

備
期

間
H
1
9
～

H
2
0

[
河

道
掘

削
2
1
,
3
0
0
m3
、

堤
防

整
備

1
,
0
3
0
m
]

）

工
事

(種
)

(年
度

)

工
事
前

工
事
後

工
事

出 水出 水

注
）
種

数
は

、
年

2回
（
夏

季
・
秋

季
）
の

調
査

で
確

認
さ

れ
た

総
種

数
で

あ
る

。

注
）
種

数
は

、
年

2回
（
夏

季
・
早

春
季

）
の

調
査

で
確

認
さ

れ
た

総
種

数
で

あ
る

。

つ
つ

せ

□
H
1
7
年
1
1
月
(
工
事
前
)
斜
め
写
真

□
H
2
8
年
1
2
月
(
工
事
後
)
斜
め
写
真

■
植
生
等
の
状
況

□
H
2
3
年
秋
季
(
工
事
後
)
植
生
等

事
業

範
囲

□
H
1
4
年
秋
季
(
工
事
前
)
植
生
等

早
瀬

・
淵

を
確

認
レ

キ
河

原
(自

然
裸

地
)を

確
認

平
成

28
年

9月
撮

影

事
業

範
囲

－ 11 －



事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

算
出

の
流

れ

確
率

規
模

毎
の

氾
濫

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
事

業
実

施
前

後
）

確
率

降
雨

規
模

毎
の

想
定

被
害

額
の

算
出

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

の
算

出

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

出

総
費

用
【

C
】

総
事

業
費

の
算

出

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

出

費
用

便
益

比
【

B
/
C
】

の
算

出

総
便

益
【

B
】

－ 12 －



坪
野

大
前

原
小

原

宇
賀

小
河

内

間
野

平

宇
津

①

姫
瀬

・
毛

木

中
組 川

平
②

宮
野

②

今
井

田

筒
瀬柳

瀬
②

佐
伯

区
安

佐
南

区

北
広

島
町

柴
木

川

太
田

川
筒

賀
川

滝
山

川

温
井

ダ
ム

水
内

川

西
宗

川

小
河

内
川

脇
田 吉

山
川

鈴
張

川

安
芸

太
田

町

下
殿

賀
内

川
平

①
八

木
・
柳

瀬
①

事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

費
用

対
効

果
分

析
に

お
け

る
便

益
お

よ
び

事
業

費
の

算
定

の
考

え
方

に
つ

い
て

■
本
事
業
対
象
18
地
区
に
お
け
る
、
費
用
対
効
果
分
析
は
次
の
よ
う
に
算
出
。

・
便

益
：
本
事
業
に
お
い
て
堤
防
等
の
整
備
を
実
施
し
た
1
5
地
区
の
便
益
を
計
上
。

本
事
業
に
お
い
て
堤
防
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
な
い
3地

区
に
つ
い
て
は
、
便
益
は
計
上
し
な
い
。

・
事
業
費
：
本
事
業
に
お
い
て
実
施
し
た
測
量
・
設
計
、
用
地
補
償
、
工
事
等
に
要
し
た
事
業
費
を
計
上
。

な
お
、
本
事
業
に
お
い
て
堤
防
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
な
い
3
地
区
は
、
本
事
業
で
実
施
し
た
測
量
、

設
計
に
要
し
た
事
業
費
を
計
上
。

：
本

事
業

で
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
た

地
区

（
便

益
計

上
）

：
本

事
業

以
外

で
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
た

地
区

（
便

益
未

計
上

）

－ 13 －



事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

■
計

画
規

模
（

年
超

過
確

率
1
/
1
0
0
）

を
最

大
と

し
て

６
ケ

ー
ス

検
討

■
本

事
業

に
お

い
て

堤
防

等
の

整
備

を
実

施
し

た
地

区
の

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

の
合

計
は

約
７

.
８

億
円

頻
度

少
な

い

頻
度

多
い

被
害

額
小

被
害

額
大

（
単

位
：
千

円
）

①
便

益
の

算
出

方
法

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
③

=①
-②

事
業
を
実
施

し
な
い
場
合

①

事
業
を
実
施

し
た
場
合

②

軽
減
額

（
①
-②

）

③

1
/3

0.
3
33

0
0

0
--
-

--
-

-
--

-
--

1
/5

0.
2
00

2
5,
37
5

0
2
5,
37
5

12
,6
88

0.
13
3

1
,
69
2

1,
69
2

1
/1
0

0.
1
00

2
,
55
5,
26
6

11
,9
64

2,
54
3,
30
2

1
,2
84
,3
39

0.
10
0

1
2
8,
43
4

13
0,
12
6

1
/3
0

0.
0
33

13
,
49
0,
06
0

3
,4
87
,8
48

1
0,
00
2,
21
2

6
,2
72
,7
57

0.
06
7

4
1
8,
18
4

54
8,
31
0

1
/5
0

0.
0
20

21
,
71
0,
94
3

11
,0
48
,6
68

1
0,
66
2,
27
5

10
,3
32
,2
44

0.
01
3

1
3
7,
76
3

68
6,
07
3

1
/8
0

0.
0
13

28
,
88
7,
71
9

19
,7
04
,8
04

9,
18
2,
91
5

9
,9
22
,5
95

0.
00
8

74
,
41
9

76
0,
49
2

1/
10
0

0.
0
10

32
,
10
8,
89
7

24
,3
44
,2
40

7,
76
4,
65
7

8
,4
73
,7
86

0.
00
3

21
,
18
4

78
1,
67
6

年
平
均
被
害
額
の
累
計

＝
年
平

均
被
害
軽
減
期
待
額

流
量
規
模

年
超
過
確

率

被
害
額

区
間
平
均

被
害
額

④

区
間
確
率

⑤

年
平
均
被

害
額

④
×
⑤
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5,
0
00

4,
0
00

3,
0
00

2,
0
00

1,
0
000

1,
0
00

2,
0
00

H19

H21

H23

H25

H27

H29

H31

H33

H35

H37

H39

H41

H43

H45

H47

H49

H51

H53

H55

H57

H59

H61

H63

H65

H67

H69

H71

H73

便
益

（
各

年
度

価
格

）
建

設
費

（
各

年
度

価
格

）

維
持

管
理

費
（
各

年
度

価
格

）
便

益
(現

在
価

値
化

）

建
設

費
（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）

6420

H19

H21

H23

H25

H27

H29

H31

H33

H35

H37

H39

H41

H43

H45

H47

H49

H51

H53

H55

H57

H59

H61

H63

H65

H67

H69

H71

H73

維
持

管
理

費
（
各

年
度

価
格

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）

事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

項
目

金
額

便
益
(
B
1
)

2
2
3
億
円

残
存
価
値
(
B
2
)

4
億
円

総
便
益
(B
=B

1+
B
2)

2
27
億
円

事
業
費
(
C
1
)

1
7
0
億
円

維
持
管
理
費
(
C
2
)

1億
円

総
費
用
(C
=C

1+
C
2)

1
71
億
円

費
用
便
益
比
(
B
/
C
)

1
.
3

■
便
益
の
整
理

・
①
で
算
出
し
た
評
価
期
間
中
に
発
現
す
る
便
益
を
、
社
会
的
割
引
率
（
４
％
）
で
割
り
引
い
た
上
で
集
計

・
評
価
期
間
後
に
生
じ
る
残
存
価
値
を
算
定

■
費
用
の
整
理

・
平
成
2
8
年
度
を
評
価
基
準
年
度
と
し
て
、
既
投
資
額
に
つ
い
て
は
デ
フ
レ
ー
タ
及
び
社
会
的
割
引
率
（
４
％
）
に

よ
っ
て
割
り
増
し
た
う
え
で
現
在
価
値
化
し
、
今
後
見
込
ま
れ
る
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
社
会
的
割
引
率
（
４
％
）

に
よ
っ
て
割
り
引
い
た
う
え
で
現
在
価
値
化

②
費

用
便

益
比

（
Ｂ

／
Ｃ

）
の

算
出

整
備

期
間

（
5年

）

完
成
後
の
評
価
期
間

（
５
０
年
）

便益（B）

（年平均被害

軽減期待額）

費用（C）

（事業費＋維持管理費）

評
価
基
準
年
：
H2

8

（
百

万
円

）

費用（C）

（維持管理費）

維
持

管
理

費
拡

大
図
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太
田
川
中
・
上
流
部
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
事
業
効
果
の
事
例

■
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
た

1
5
地

区
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
7
年

9
月

洪
水

と
同

規
模

の
洪

水
が

生
じ

た
場

合
で

も
、

家
屋

の
浸

水
被

害
を

防
止

で
き

る
。

平
成
1
7
年
9
月
洪

水
規
模
が
発
生
し
た
場
合
（
今
井
田
地
区
）

項
目

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業

軽
減
分

事
業
前

事
業
後

被 害 状 況

床
上
浸
水

1
1
1
戸

0
戸

1
1
1
戸

床
下
浸
水

3
6
戸

0
戸

3
6
戸

●
事

業
実

施
後

●
事

業
実

施
前

－ 16 －



貨
幣
換
算
が
困
難
な
効
果
等
に
よ
る
評
価

浸
水

に
よ
り

停
電

が
発

生
す

る
住

宅
等

の
居

住
者

数
を

推
計
す
る
。

電
力

が
利
用

で
き

な
く

な
る

要
因

と
し

て
は

、
発

電
所

や
発
電
所
等
の
供
給
側
施
設
の
浸
水
に
よ
る
も
の
と
、
住
宅
や
ビ
ル

等
の

需
要
側

施
設

の
浸

水
に

よ
る

も
の

と
が

考
え

ら
れ

る
。

・
浸
水
深
7
0
c
m
で
コ
ン
セ
ン
ト
（
床
高
5
0
c
m
＋
コ
ン
セ
ン
ト
設
置
高
2
0
c
m
）
に
達
し
、
屋
内
配
線
が
停
電
す
る
。

・
浸
水
深
1
0
0
c
m
以
上
で
、
地
上
に
設
置
さ
れ
た
受
変
電
設
備
（
6
,
6
0
0
V
等
の
高
圧
で
受
電
し
た
電
気
を
使
用
に
適
し
た
電

圧
ま

で
降
下

さ
せ

る
設

備
）

及
び

地
中

線
と

接
続

さ
れ
た
路
上
開
閉
器
が
浸
水
す
る
た
め
、
集
合
住
宅
等
の
棟
全
体
が
停

電
す

る
場
合

が
あ

る
。

・
浸
水
深
3
4
0
c
m
以
上
で
、
受
変
電
設
備
等
の
浸
水
に
よ
り
棟
全
体
が
停
電
と
な
ら
な
い
集
合
住
宅
に
お
い
て
は
、
浸
水
深

に
応

じ
て
階

数
毎

に
停

電
が

発
生

す
る

。
⇒
事
業
実
施
に
よ
り
、
電
力
停
止
に
よ
る
影
響
人
口
は
3
4
6
人
か
ら
0
人
に
解
消
さ
れ
る
。

「
電
力
が
停
止
す
る
浸
水
深
」

の
考
え
方

■
「
水
害
の
被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て
、
河
川
整
備
に
よ
る
「
人
的
被
害
」
と
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
波
及
被
害
」
の
軽
減
効
果
を
算
定

■
平
成
1
7
年
9
月
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、

・
中
流
部
で
浸
水
区
域
内
の
要
配
慮
者
数
は
1
5
7
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り
解
消
さ
れ
る

・
中
流
部
で
電
力
停
止
に
よ
る
影
響
人
口
は
3
4
6
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り
解
消
さ
れ
る

人
的
被
害
を

受
け

る
お

そ
れ

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
要
配
慮
者
の
人
数
を
推
計
す
る
。

・
洪
水
に
よ

る
被

災
リ

ス
ク

は
、

自
律

的
な

移
動

の
困
難
さ
、
又
は
危
険
性
の
認
識
の
困
難
さ
に
よ
っ
て
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
た

め
、
要

配
慮

者
は

、
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
、
妊
婦
等
と
す
る
。

・
要
配
慮
者
数
を
計
測
す
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
国
勢
調
査
(
市
区
町
村
ご
と
の
年
齢

別
人
口
)
を
用
い
て
計
測
す
る
。

・
要
配
慮
者
数
を
計
測
す
る
に
あ
た
り
、
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
2
重
計
上
に
な
ら
な
い
よ
う
、
浸
水
区
域
内
人
口
か
ら
高
齢

者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
を
差
し
引
い
た
も
の
に
、
6
5
歳
未
満
の
人
口
に
占
め
る
障
が
い
者
の
割
合
(
4
%
)
を
乗
じ
る
こ
と
で
算
定

す
る

。 ⇒
事
業
実
施
に
よ
り
、
浸
水
区
域
内
の
要
配
慮
者
数
は
1
5
7
人
か
ら
0
人
に
解
消
さ
れ
る
。

「
浸
水
区
域
内
の

要
配
慮
者
数
」

の
考
え
方

浸
水

区
域

内
の

要
配

慮
者

数

電
力

停
止

に
よ

る
影

響
人

口

H
1
7
.9
洪

水
に

お
け

る
浸

水
区

域
内

要
配

慮
者

数

注
意

：
被

害
数

量
は

、
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
た

1
5
地

区
で

の
数

量
計

算
に

使
用

し
た

国
勢

調
査

は
最

新
の

H
2
7
年

調
査

結
果

H
1
7
.9
洪

水
に

お
け

る
電

力
停

止
に

よ
る

影
響

人
数

〔
人

〕

〔
人

〕

0 0

注
意

：
被

害
数

量
は

、
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
た

1
5
地

区
で

の
数

量
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参
考
：
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
新
規
採
択
時
評
価
と
の
比
較

新
規

採
択

時
評

価
（
H
1
8
）

事
後

評
価

（
H
2
8
）

備
考

事
業
諸
元

河
道
掘
削
：
V
=
2
0
4
,3
0
0
m
3

堤
防

整
備

：
L
=
1
0
,3
5
5
m

樋
門

・
函

渠
：
N
=
2
8
基

付
替

道
路

：
L
=
3
,4
5
0
m

橋
梁

：
N
=
6
基

河
道
掘
削
：
V
=
2
1
2
,4
0
0
m
3

堤
防

整
備

：
L
=
9
,5
1
7
m

樋
門

・
函

渠
：
N
=
5
3
基

付
替

道
路

：
L
=
2
,9
7
0
m

橋
梁

：
N
=
3
基

・
本
事
業
で
実
施
し
た
堤
防
等
の
整
備

内
容
に
よ
る
数
量
の
増
減

事
業

期
間

平
成

1
9
年

度
～

平
成

2
3
年

度
平

成
1
9
年

度
～

平
成

2
3
年

度

全
体
事
業
費

約
1
3
7
億

円
（
消

費
税

含
む
）

約
1
3
7
億

円
（
消

費
税

含
む
）

総
便
益

（
B
）

約
2
6
2
億

円
（
消

費
税

含
む
）

約
2
2
7
億

円
（
消

費
税

控
除

）

・
評
価
基
準
年
の
更
新

・
各
種
資
産
評
価
単
価
の
更
新

・
消
費
税
の
控
除

※
1

・
整
備
の
進
捗
状
況
を
考
慮

総
費
用

（
C
）

約
1
4
0
億

円
（
消

費
税

含
む
）

約
1
7
1
億

円
（
消

費
税

控
除

）
・
評
価
基
準
年
の
更
新

・
消
費
税
の
控
除

※
2

費
用

便
益
比

（
B
/
C
）

1
.9

1
.3

※
1
：
「
各

種
資

産
評

価
単

価
及

び
デ

フ
レ

ー
タ

ー
（
平

成
2
8
年

3
月

改
正

）
」
に

よ
り

消
費

税
を

控
除

※
2
：
平

成
2
8
年

4
月

5
日

事
務

連
絡

「
費

用
便

益
分

析
の

費
用

算
定

に
お

け
る

消
費

税
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）
」
に

基
づ

き
消

費
税

を
控

除
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